













































橋弼和秀 (京都大 ･院 ･教育学研究科)
ヒトでは､和告によっては生後数日から､界なる表情 (例えば笑顔と悲しみ顔)間の弁別が
可能であるという報告がある｡しかし､界なる末梢間の物理的差異を検出可能であることと､表
情をコミュニケーションシグナルとして認知し｢理解｣可能であることとは必ずしも同一ではな
い｡現時点では､衣情に対する乳児の反応を実験的に検討した例は少なく知見も限られている｡
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